
ジュニアナイター教室

苫前スキー連盟が主催する同教室に

幼児（５歳以上）から小学生までの３９名が受講。

幼児の部では、スキーを楽しむことから始まり、

講師陣の精力的な指導のもと、スキーで歩くことすら

難しかった子どもたちが、ボーゲンで滑り降りるまで

上達し、全員がロープリフト利用まで体験。

見守る親たちも、子どもの成長に大喜びだった。
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一
月
九
日
苫
前
町
公
民
館
に
お
い

て
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
平
成

十
七
年
「
苫
前
町
成
人
式
」
が
挙
行

さ
れ
、
来
賓
や
父
母
ら
約
八
十
名
が

見
守
る
中
、
新
成
人
四
十
名
が
成
人

へ
の
誓
い
と
と
も
に
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

式
典
は
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
紋

付
袴
姿
、
華
や
か
な
振
袖
に
身
を
包

み
「
自
分
の
農
業
を
見
つ
め
直
し
、

頑
張
り
た
い
」（
清
水
誠
君
）、「
自
分

の
道
に
胸
を
張
っ
て
生
き
て
い
き
ま

す
」（
元
谷
絵
理
子
さ
ん
）、「
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

（
小
林
香
菜
さ
ん
）な
ど
一
人
ひ
と
り

が
、
成
人
と
な
る
抱
負
を
語
り
ス
テ

ー
ジ
中
央
か
ら
入
場
し
た
。

町
教
育
委
員
会
・
岡
田
裕
幹
委
員

長
か
ら
は「
自
分
の
人
生
を
大
切
に
、

自
己
実
現
の
た
め
一
歩
一
歩
階
段
を

登
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
を
述
べ
、
新
成
人

の
船
出
を
祝
っ
た
。

続
い
て
、
星
勇
輝
君

と
関
野
道
子
さ
ん
（
と

も
に
学
生
）
が
「
責
任

あ
る
行
動
の
も
と
明
日

の
郷
土
を
築
く
担
い
手

と
し
て
、
町
の
発
展
の

た
め
努
力
し
ま
す
。
」

と
力
強
く
宣
誓
。
来
賓

の
森
利
男
町
長
、
星
野

恭
司
町
議
会
議
長
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
。

ま
た
、
新
成
人
の
意

見
発
表
で
は
、
草
薙
龍

君
（
留
萌
地
区
農
業
共

済
組
合
南
部
支
所
勤

務
）
と
谷
田
美
穂
さ
ん

（
美
唄
聖
華
高
校
看
護

専
攻
科
）
が
、
こ
れ
ま

で
成
長
を
見
守
っ
て
き
た
父
母
ら
へ

の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
力
強

く
将
来
へ
の
夢
や
希
望
、
決
意
を
発

表
。
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈

ら
れ
た
。

一
方
、
会
場
で
は
元
古
丹
別
小
学

校
教
諭
矢
野
聡
史
さ
ん（
札
幌
在
住
）

が
、
同
校
六
年
生
当
時
の
自
分
に
当

て
た
手
紙
を
成
人
者
へ
手
渡
し
「
八

年
前
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。子
供
た
ち
の
成
長
が
伺
え
、

大
変
う
れ
し
い
で
す
」
と
教
え
子
の

晴
れ
の
姿
に
感
無
量
の
表
情
を
浮
か

べ
た
。

式
典
は
、
成
人
者
が
生
ま
れ
た
当

時
の
「
社
会
や
苫
前
町
の
出
来
事
」

が
ビ
デ
オ
上
映
さ
れ
、
参
列
し
た
父

母
ら
と
と
も
に
成
人
者
は
、
そ
の
当

時
に
思
い
を
は
せ
た
後
、
集
合
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
、
成
人
式
の
節
目
を

締
め
く
く
っ
た
。

平
成
十
七
年
度
の
町
内
各
小
学
校

で
の
新
入
学
予
定
者
は
、
苫
前
小
学

校
で
十
八
名
、
古
丹
別
小
学
校
で
十

六
名
の
計
三
十
四
名
（
平
成
十
五
年

十
月
一
日
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。以

下
に
記
載
の
入
学
予
定
者
以
外

に
お
い
て
、
苫
前
町
に
在
住
（
転
入
）

す
る
該
当
者
が
お
り
ま
し
た
ら
、
お

早
め
に
町
教
育
委
員
会
管
理
課
学
校

管
理
係
（
電
話
四
―
二
三
八
四
）
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

新成人40名が 
　　新たな成人への誓い 

平成17年　苫前町成人式 

新成人40名が 
　　新たな成人への誓い 

町理事者並びに町議会議長らと恒例の記念撮影をする新成人40名

成人宣誓を行う星勇輝君と関野道子さん意見発表を行う草薙龍君

意見発表を行う谷田美穂さん
ピ
カ
ピ
カ 

　
ピ
カ

　
ピ
カ 

お
め
で
と
う
　
　

お
め
で
と
う
　
　 

の
新
一
年
生

の
新
一
年
生 

町
内
二
小
学
校
で
三
十
四
人 

ピ
カ
ピ
カ 

　
ピ
カ

　
ピ
カ 

お
め
で
と
う
　
　 

の
新
一
年
生 

お
め
で
と
う
　
　 

の
新
一
年
生 

お
め
で
と
う
　
　 

の
新
一
年
生 

ピ
カ 

　
ピ
カ 

◇
◇
　
苫
前
小
学
校
　
◇
◇

▼
力
昼
　
佐
藤
真
夕
（
信
一
）

▼
苫
前
　
木
村
皐
月
（
幸
雄
）、

千
葉
優
花
（
勇
一
）、
本
田
脩
陽

（
毅
）

▼
旭
　
能
登
隼
輝
（
光
春
）、
野

澤
龍
平
（
圭
輔
）、
川
村
茉
以

（
英
治
）、
宮
野
寛
太
（
亘
）、
北

村
海
翔
（
拓
也
）、
嶋
崎
海
都

（
薫
）、
嶋
崎
空
都
（
薫
）、
田
中

翔
貴
（
伸
和
）、
佐
藤
達
哉
（
広

勝
）、
小
林
志
乃
（
勝
也
）、
金
子

真
彩
（
智
広
）、
堀
井
勇
人
（
小

百
合
）、
石
川
真
子
（
真
由
美
）、

清
水
優
稀
奈
（
美
奈
子
）

◇
◇
　
古
丹
別
小
学
校
　
◇
◇

▼
古
丹
別
　
前
川
貴
頌
（
彰
）、

前
川
至
（
彰
）、
森
拓
馬
（
裕
樹
）、

中
村
健
太
（
弘
樹
）、
鈴
木
逸
斗

（
豊
）、
池
田
朱
里
（
守
晃
）、
伊

藤
充
洋
（
修
）、
丹
羽
由
季
菜

（
善
弘
）、
永
井
星
奈
（
宏
人
）、

▼
香
川
　
前
川
幹
也
（
忠
雄
）、

鴨
田
栞
里
（
誠
）

▼
九
重
　
杉
野
隼
斗
（
隆
蔵
）、

柴
田
き
な
り
（
雅
紀
）、
仲
谷
泉

希
（
康
弘
）

▼
岩
見
　
田
井
奈
津
妃
（
嘉
久
）

▼
小
川
　
村
上
智
章
（
親
之
）

（

）
内
は
保
護
者
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海
市
に
お
い
て
販
売
促
進
フ
ェ
ア
を

実
施
。
十
八
日
に
は
同
市
内
の
ホ
テ

ル
で
北
海
道
美
食
招
待
晩
餐
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
の
食
材
に
苫
前
産
ボ
タ

ン
エ
ビ
が
提
供
さ
れ
た
。

こ
の
晩
餐
会
は
、
道
産
食
材
を
活

用
し
た
料
理
を
中
国
・
上
海
で
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
、
道
産
品
の
現
地
で
の

認
知
を
高
め
、
販
路
拡
大
を
図
る
こ

と
が
目
的
と
さ
れ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
産

ホ
タ
テ
や
網
走
産
釣
り
キ
ン
キ
、
寿

都
産
天
然
ア
ワ
ビ
な
ど
二
十
品
以
上

の
食
材
が
選
定
さ
れ
た
。

シ
ェ
フ
を
務
め
る
ホ
テ
ル
グ
ラ
ビ

ー
サ
ッ
ポ
ロ
料
理
長
貫
田
圭
一
さ
ん

は
「
苫
前
産
ボ
タ
ン
エ
ビ
は
、
甘
み

が
あ
っ
て
最
高
の
食
材
。
冷
凍
で
の

保
存
状
態
が
と
て
も
よ
く
、
水
で
の

解
凍
で
鮮
度
が
も
ど
る
」
と
漁
協
苫

前
支
所
冷
蔵
庫
で
の
保
存
状
態
に
驚

い
て
い
た
。
こ
の
ボ
タ
ン
エ
ビ
は
、

日
高
産
天
然
サ
ケ
と
併
せ
て
刺
身
サ

ラ
ダ
と
し
て
提
供
さ
れ
、
中
国
関
係

者
の
舌
を
う
な
ら
せ
た
。

北
海
道
で
は
今
年
、
中
国
で
の
道

産
農
水
産
物
輸
出
の
強
化
を
図
る
た

め
、
一
月
十
四
日
か
ら
二
十
三
日
上

中
国
で
道
産
水
産
物
販
売
促
進
フ
ェ
ア

晩
餐
会

ば
ん
さ
ん
か
い

で
苫
前
産
ボ
タ
ン
エ
ビ
が
食
材
に

地
域
通
貨
は
、
昨
年
商
工
会
が
主

体
と
な
り
道
商
工
会
連
合
会
の
助
成

に
よ
り
、
試
験
運
用
を
開
始
。
地
域

通
貨
券
五
百
円
分
の
購
入
時
に
二
　

の
ポ
イ
ン
ト
券
が
付
い
て
く
る
仕
組

み
。
現
在
五
十
万
円
分
の
地
域
通
貨

券
と
五
十
万
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
券
が

流
通
し
て
お
り
、
こ
の
経
済
効
果
二

千
五
百
五
十
万
円
分
に
相
当
す
る
。

講
習
会
で
は
、
こ
の
地
域
通
貨
の

流
通
状
況
を
調
査
し
て
い
る
北
海
道

大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
西
部

助
教
授
（
経
済
学
博
士
）
が
「
地
域

通
貨
は
主
に
、
地
域
の
お
金
が
地
域

内
で
使
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
町
の
経
済
力
を
高
め
る
も
の
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
総
合
扶
助

を
高
め
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
二
つ

を
兼
ね
備
え
た
も
の
は
少
な
い
。
そ

の
取
り
組
み
が
苫
前
町
か
ら
始
ま
っ

た
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
」
と
地
域
通

貨
の
取
り
組
み
意
義
に
つ
い
て
述
べ

た
。こ

の
地
域
通
貨
試
験
運
用
は
二
月

二
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
町
商

工
会
で
は
、
こ
の
流
通
状
況
を
ま
と

め
、試
験
運
用
を
重
ね
て
い
く
中
で
、

地
域
通
貨
の
本
格
運
用
を
図
り
た
い

考
え
。
地
域
の
人
材
を
活
か
す
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
や
特
定
事
業
者
の

拡
大
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
と
と
も

に
、
地
域
内
で
の
購
買
力
向
上
の
た

め
に
は
、
住
民
の
理
解
と
協
力
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

一
月
十
四
日
町
公
民
館
に
お
い
て

地
域
通
貨
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
参

加
者
二
十
名
が
地
域
通
貨
の
意
義
と

利
用
方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

地
域
通
貨
講
習
会

地
域
経
済
力
向
上
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拡
大

地域通貨利用を疑似体験する参加者

中国上海市内のホテルで行われた晩餐会

ボタンエビの活用に喜ぶ
漁協苫前支所の小西さん

パ
ー
セ
ン
ト
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◆
社
会
貢
献
賞

（
森
を
守
り
緑
に
親
し
む
功
労
者
）

杉
野
　
優
（
74
歳
＝
九
重
）

農
業
に
従
事
す
る
傍
ら
昭
和
42
年

伐
採
跡
地
を
購
入
し
、
造
林
な
ど
に

よ
り
保
育
管
理
に
努
め
、
昭
和
44
年

に
有
志
と
と
も
に
苫
前
町
学
隣
林
業

グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
、
会
長
を
歴
任
。

地
域
内
の
子
供
た
ち
に
花
や
木
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
、
緑
化
へ

の
理
解
を
深
め
さ
せ
、
町
植
樹
祭
へ

の
苗
木
の
無
料
提
供
な
ど
緑
化
の
推

進
や
普
及
啓
発
に
幅
広
く
貢
献
。

◆
産
業
貢
献
賞

竹
内
良
一
（
63
歳
＝
苫
前
）

昭
和
37
年
苫
前
漁
業
協
同
組
合
に

勤
務
し
、
信
用
課
長
、
総
務
課
長
を

歴
任
し
、
平
成
12
年
か
ら
は
参
事
と

し
て
、
業
務
全
般
に
亘
り
職
員
の
職

務
遂
行
を
指
導
監
督
し
組
合
経
営
の

健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、
北
る
も

い
漁
業
協
同
組
合
合
併
に
お
い
て
卓

越
し
た
指
導
力
を
発
揮
し
、
組
合
経

営
の
基
盤
確
立
に
貢
献
。

◆
社
会
貢
献
賞

横
内
　
正
（
66
歳
＝
苫
前
）

漁
業
に
従
事
す
る
傍
ら
昭
和
47
年

苫
前
救
難
所
救
助
員
に
就
任
。
救
助

士
を
歴
任
し
、
現
在
救
助
長
を
務
め
、

水
難
救
済
事
業
の
重
要
性
を
深
く
認

識
し
、
卓
越
し
た
識
見
と
指
導
力
の

も
と
、
平
成
７
年
の
漁
船
火
災
で
は

率
先
し
て
消
化
活
動
に
当
た
る
と
と

も
に
乗
組
員
の
救
助
に
大
き
く
貢
献
。

◆
社
会
貢
献
賞

加
賀
谷
　
米
治
（
66
歳
＝
苫
前
）

漁
業
に
従
事
す
る
傍
ら
昭
和
47
年

苫
前
救
難
所
救
助
員
に
就
任
。
救
助

士
を
歴
任
し
、
現
在
部
長
を
務
め
、

水
難
救
済
事
業
の
重
要
性
を
深
く
認

識
し
、
卓
越
し
た
識
見
と
指
導
力
の

も
と
、
平
成
７
年
の
漁
船
火
災
で
は

率
先
し
て
消
化
活
動
に
当
た
る
と
と

も
に
乗
組
員
の
救
助
に
大
き
く
貢
献
。

平
成
十
七
年
度
の
検
察
審
査
員
候

補
者
と
し
て
、
苫
前
町
か
ら
三
十
三

名
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

選
任
方
法
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
が
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
「
く
じ
」

で
候
補
者
を
選
ん
だ
も
の
で
、
今
後

さ
ら
に
、
こ
の
候
補
者
の
中
か
ら
検

察
審
査
員
事
務
局
が
再
度
「
く
じ
」

を
行
っ
て
、
検
察
審
査
委
員
を
決
定

し
ま
す
。

同
審
査
員
の
仕
事
に
は
、
検
察
官

が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た

事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
取
扱
い
が
正

し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ

と
や
検
察
庁
の
仕
事
全
般
に
つ
い
て

改
め
る
べ
き
点
が
あ
れ
ば
検
事
正
に

伝
え
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

任
期
は
各
群
ご
と
に
六
ケ
月
と
な

り
ま
す
。

◆
第
一
群

（
任
期
二
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日
）

杉
本
春
枝
（
力
昼
）、
田
中
克
昌

・
関
勝
子
（
苫
前
）
、
本
間
光
男

（
旭
）、
山
田
康
博
・
香
西
昭
子
・
柴

田
邦
彦
・
長
谷
川
博
（
古
丹
別
）、

中
嶋
卓
広
（
岩
見
）

◆
第
二
群

（
任
期
五
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日
）

赤
松
博
子
（
上
平
）
、
越
後
勝

生
・
下
田
義
成
・
武
田
和
行
（
苫

前
）、
池
田
文
敏
・
前
川
隆
子
・
辻

秀
義
（
古
丹
別
）
、
平
井
千
賀
子

（
東
川
）

◆
第
三
群

（
任
期
八
月
一
日
〜
一
月
三
十
一
日
）

佐
藤
信
子
・
鈴
木
大
介
（
苫
前
）、

糸
川
啓
士
（
旭
）、
檜
森
ト
モ
子
・

池
田
亜
希
子
（
古
丹
別
）、
成
田
敦

子
（
九
重
）、
宮
崎
重
夫
（
岩
見
）、

小
澤
博
記
（
小
川
）

◆
第
四
群

（
任
期
十
一
月
一
日
〜
四
月
三
十
一
日
）

栗
林
優
樹
（
苫
前
）、
本
間
幸
子

（
旭
）、
丹
羽
雅
幸
（
香
川
）、
中
川

馨
・
池
田
宣
良
・
湯
浅
眞
喜
子
・
湯

川
三
夫
・
加
藤
俊
美
（
古
丹
別
）

昨
年
十
二
月
十
四
日
午
後
二
時
五

十
六
分
頃
小
平
町
を
震
源
と
す
る
震

度
五
強
の
地
震
が
苫
前
町
を
直
撃
し
、

二
名
の
ケ
ガ
人
（
軽
傷
）
が
出
る
と

と
も
に
、
住
宅
十
七
棟
が
一
部
損
壊
、

町
道
岩
見
川
南
線
で
の
土
砂
崩
れ
や

町
道
路
肩
決
壊
な
ど
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。

ま
た
、
東
川
地
区
で
は
水
道
管
が

破
損
し
一
時
断
水
と
な
り
、
三
渓
地

区
で
は
一
世
帯
が
住
宅
被
害
に
伴
う

自
主
避
難
を
行
っ
た
。

役
場
で
は
地
震
直
後
、
直
ち
に
地

震
対
策
本
部
を
設
置
。
各
地
区
の
災

害
状
況
を
確
認
し
、
被
災
者
へ
の
対

応
を
図
る
と
と
も
に
、
復
旧
活
動
に

あ
た
っ
た
。
被
害
の
状
況
は
、
町
内

各
商
店
や
学
校
施
設
な
ど
含
め
一
億

五
千
三
百
万
円
程
（
一
月
末
現
在
）

に
の
ぼ
る
が
、
降
雪
で
現
状
確
認
で

き
な
い
も
の
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に

被
害
は
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
。

◆
産
業
貢
献
賞

（
森
林
づ
く
り
功
労
者
）

内
田
靖
生
（
65
歳
＝
古
丹
別
）

昭
和
32
年
㈱
古
丹
別
木
材
に
入
社

以
来
、
㈱
新
宮
商
行
古
丹
別
工
場
長

な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
は
㈲
古
丹
別

造
林
代
表
取
締
役
並
び
に
留
萌
地
区

間
伐
材
生
産
加
工
組
合
参
事
と
し
て

四
十
七
年
間
の
長
き
に
亘
り
林
産
業

従
事
。
ま
た
、
留
萌
地
方
林
産
振
興

会
副
会
長
を
務
め
る
な
ど
業
界
の
指

導
的
役
割
を
担
い
、
間
伐
材
の
有
効

活
用
と
な
る
土
木
用
木
製
品
の
製
造

販
売
を
行
う
な
ど
本
道
に
お
け
る
林

産
業
の
発
展
に
貢
献
。

授賞式に参加した杉野優ご夫妻

鳥居や灯篭が崩れ落ちていた九重神社

北
海
道
産
業
貢
献
賞
・
社
会
貢
献
賞

林
産
業
並
び
に
漁
業
・
救
難
分
野
で
五
名
受
賞

平
成
十
七
年
度
　

検
察
審
査
員
候
補
者
決
定

平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
北
海
道
産
業
貢
献
賞
並
び
に
社
会
貢
献
賞

に
お
い
て
、
林
産
業
や
緑
化
普
及
活
動
並
び
に
漁
業
、
海
難
救
助
活
動

を
通
じ
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
次
の
五
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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この運動は、新年を迎え道内各地で焼死者火災が発生
している現状から当消防組合管内の住民一人ひとりに火
災の恐ろしさ
について再認
識させるとと
もに、出火の
絶無と火災に
よる死傷者の
発生を未然に
防止すること
を目的とする
ものです。

一
月
四
日
午
後
四
時
、
北
る
も
い

漁
業
協
同
組
合
苫
前
卸
売
市
場
に
お

い
て
、
今
隆
組
合
長
を
は
じ
め
漁
協

関
係
者
二
十
名
が
見
守
る
中
、
初
せ

り
が
行
わ
れ
好
ス
タ
ー
ト
切
っ
た
。

こ
の
初
セ
リ
に
は
、
昨
年
十
二
月

不
漁
で
あ
っ
た
「
カ
ジ
カ
」
千
百
箱

（
一
箱
十
　
）が
集
荷
さ
れ
、
同
市
場

の
神
棚
に
拝
礼
の
後
、
セ
リ
人
東
谷

満
也
さ
ん
（
同
漁
協
職
員
）
の
威
勢

の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に
、
初
セ
リ

が
始
ま
っ
た
。

仲
買
人
は
魚
を
見
定
め
な
が
ら
次

々
と
落
札
し
、
初
春
の
ご
祝
儀
相
場

を
含
め
市
場
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
た
。

漁
協
関
係
者
は
「
ま
ず
ま
ず
の
ス
タ

ー
ト
と
を
切
る
こ
と
が
出
来
た
」
と

今
年
の
水
揚
げ
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。

『火は消した？いつも心に
きいてみて！』

期間中、独居老人住宅、身体
不自由者住宅の避難口確保のた
めの除雪等を消防職員、団員で
実施しますので希望される方は
消防苫前支署へ連絡願います。

『火は消した？いつも心に
きいてみて！』

初
せ
り
で
市
場
に
活
気

カ
ジ
カ
千
百
箱

一
月
六
日
日
本
水
難
救
済
会
苫
前

救
難
所
（
小
野
善
市
所
長
）
所
員
二

十
名
が
苫
前
漁
港
で
、
町
長
を
は
じ

め
町
議
会
議
員
、
留
萌
海
上
保
安
部
、

漁
協
関
係
者
な
ど
二
十
名
が
見
守
る

中
、
出
初
式
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
救
助
活
動
の
一
環
に
よ
る

迫
力
あ
る
「
救
命
索
発
射
訓
練
」（
も

や
い
銃
の
実
演
）
が
行
わ
れ
た
後
、

北
る
も
い
漁
協
苫
前
支
所
を
会
場
に

式
典
が
進
め
ら
れ
た
。

式
典
で
は
、
海
難
事
故
被
害
者
に

対
し
黙
祷
を
捧
げ
、
小
野
所
長
よ
り

「
今
年
は
ま
ず
ま
ず
の
水
揚
げ
で
始
ま

っ
た
が
、
昨
年
の
海
難
事
故
を
踏
ま

え
、
防
止
対
策
と
し
て
講
習
会
な
ど

に
よ
る
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
喚
起
を
促
し
た
。

救命索発射訓練（もやい銃の実演）を行う所員

苫
前
救
難
所
出
初
式

一
月
五
日
苫
前
町
消
防
団
（
小
倉

哲
志
団
長
）
が
、
消
防
古
丹
別
支
署

前
及
び
町
公
民
館
に
お
い
て
出
初
式

を
挙
行
し
た
。

屋
外
式
で
は
、
団
員
五
十
四
名
の

ほ
か
町
長
や
町
議
会
議
員
、
各
町
内

会
長
、
警
察
署
、
各
関
係
団
体
な
ど

か
ら
三
十
名
が
列
席
し
、
人
員
報
告
、

服
装
点
検
、
閲
団
な
ど
を
行
い
、
町

公
民
館
ま
で
の
古
丹
別
市
街
地
を
パ

レ
ー
ド
行
進
し
た
。

屋
内
式
で
は
、
森
町
長
か
ら
「
町

民
総
ぐ
る
み
の
防
火
体
制
が
必
要
で

あ
り
、
団
員
皆
様
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
永

年
勤
続
者
へ
の
北
海
道
知
事
や
消
防

協
会
な
ど
か
ら
の
表
彰
状
の
伝
達
を

行
い
、
災
害
ゼ
ロ
を
新
た
に
誓
い
合

っ
た
。

服装検査を行う小倉団長と森町長ら

苫
前
町
消
防
団
出
初
式

キ
ロ
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清
水
要
樹
作
品
長
島
町
商
工
会
よ
り
寄
贈 

日
本
南
画
界
の
巨
匠 

こ
の
度
、
三
重
県
桑
名
市
長
島
町

商
工
会
か
ら
町
並
び
に
町
商
工
会
へ

長
島
町
出
身
で
日
本
南
画
界
の
巨
匠

と
い
わ
れ
る
画
家
清
水
要
樹
氏
の
作

品
が
寄
贈
さ
れ
た
。

清
水
要
樹
氏
（
平
成
十
一
年
他
界
）

は
、
日
本
南
画
院
な
ど
の
作
品
展
に

数
多
く
の
作
品
を
出
展
し
、
大
阪
府

文
化
芸
術
賞
や
内
閣
総
理
大
臣
賞
な

ど
受
賞
。
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
し

て
お
り
、
日
本
南
画
院
副
会
長
や
現

代
南
画
協
会
副
理
事
長
を
務
め
る
な

ど
日
本
南
画
界
の
巨
匠
と
い
わ
れ
て

い
る
。

寄
贈
を
受
け
た
森
町
長
は
「
こ
の

よ
う
な
価
値
の
あ
る
作
品
を
い
た
だ

き
、
大
変
光
栄
に
思
う
。
こ
の
作
品

と
と
も
に
今
年
の
飛
躍
に
つ
な
げ
た

い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

新
春
恒
例
の
子
ど
も
会
カ
ル
タ
大

会
は
、
一
月
九
日
町
公
民
館
に
お
い

て
町
子
ど
も
会
カ
ル
タ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
上
位
三
チ
ー
ム
が
同
月
十
六

日
初
山
別
村
で
の
中
部
三
町
村
子
ど

も
会
カ
ル
タ
大
会
に
出
場
。
小
学
生

の
部
に
お
い
て
苫
前
Ａ
チ
ー
ム
が
見

事
優
勝
を
果
た
し
た
。

町
内
大
会
で
は
、
小
学
生
の
部
五

チ
ー
ム
と
中
学
生
三
チ
ー
ム
が
参

加
。
苫
前
Ａ
チ
ー
ム
が
圧
倒
的
な
強

さ
で
優
勝
し
、
上
位
も
苫
前
地
区
の

チ
ー
ム
が
独
占
し
た
。
中
学
生
の
部

は
、
小
学
生
時
代
に
全
道
制
覇
を
成

し
遂
げ
て
い
る
苫
前
Ａ
が
そ
の
強
さ

を
見
せ
付
け
た
。

一
方
、
中
部
大
会
で
は
、
町
内
大

会
上
位
各
三
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
中

学
生
の
部
で
は
、
惜
し
く
も
上
位
入

子
ど
も
会
カ
ル
タ
大
会 
子
ど
も
会
カ
ル
タ
大
会 

息
詰
ま
る
熱
戦
で
苫
前
Ａ
全
道
大
会
へ 
息
詰
ま
る
熱
戦
で
苫
前
Ａ
全
道
大
会
へ 

昨年１２月１９日苫
前幸寿園多目的ホール
の完成を祝い、同施設
利用者のクリスマス忘
年会と併せて「カモメ
会民謡ショー」が開催
された。
この多目的ホール

は、同施設の入所者及び通所利用者が機能回復訓練や
グループケアを目的に整備され、各団体の慰問活動や
イベントにも活用される。
関隆苫前幸寿会理事長は「一日でも多く、健康で心
優しく生活できるよう利用してほしい」と挨拶。民謡
ショーには、施設利用者やその家族、関係団体並びに
一般地域住民へも呼びかけられ、おおよそ２００名が
参加し、心地よい三味線の音色と響きわたる歌声に、
高齢者などの参加者が民謡を思う存分楽しんだ。

賞
な
ら

な
か
っ

た
が
、

小
学
生

の
部
で

は
苫
前

Ａ
チ
ー

ム
が
初

戦
で
敗
れ
な
が
ら
も
、
敗
者
復
活
戦

を
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、
十
四
年
連

続
と
な
る
優
勝
を
果
た
し
、
二
月
二

十
七
日
定
山
渓
で
の
全
道
大
会
に
出

場
権
を
獲
得
し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
（
上

位
三
チ
ー
ム
）

★
町
子
ど
も
会
カ
ル
タ
大
会

▽
小
学
生
の
部
　
①
苫
前
Ａ
（
星
野

幸
太
・
五
十
嵐
大
空
・
小
澤
菜
摘
）

②
苫
前
Ｂ
（
村
本
茜
・
菊
地
さ
と

み
・
能
戸
椎
菜
）
③
苫
前
Ｄ
（
川
村

巧
・
外
山
聡
太
・
長
澤
茉
由
佳
）

▽
中
学
生
の
部
　
①
苫
前
Ａ
（
籾
山

憂
気
・
瀬
川
久
美
子
・
小
澤
春
菜
・

星
大
喜
）
②
苫
前
Ｂ
（
五
十
嵐
雄

大
・
川
村
彰
・
長
澤
圭
宏
）
③
古
中

Ｓ
（
向
野
信
哉
・
丹
羽
太
貴
・
西
川

将
也
）

★
中
部
三
町
村
大
会

▽
小
学
生
の
部
　
①
苫
前
Ａ
（
星
野

幸
太
・
五
十
嵐
大
空
・
小
澤
菜
摘
）

②
焼
尻
子
ど
も
会
③
初
山
別
Ａ

▽
中
学
生
の
部
　
①
初
山
別
Ａ
②
初

山
別
Ｃ
③
初
山
別
Ｂ

大
正
琴
苫
前
町
同
好
会
で
は
、
苫

前
・
古
丹
別
両
地
区
に
お
い
て
無
料

講
習
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
楽
器

は
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ま
た
、
無
料
講
習
会
に
併
せ
て
新

会
員
も
募

集
し
て
い

ま
す
。
初

め
て
の
方

も

大

歓

迎
。是

非
体

験
し
て
み

て
く
だ
さ

い
。

◆
日
　
程

○
苫
前
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
苫
前
）

二
月
八
日
（
火
）、
二
十
三
日
（
水)

三
月
九
日
（
水
）、
二
十
三
日
（
水)

い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

○
苫
前
町
公
民
館
（
古
丹
別
）

二
月
四
日
（
金
）、
十
八
日
（
金
）

三
月
四
日
（
金
）、
十
八
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

◆
講
　
師
　
琴
生
流
北
海
道
支
部

師
範
　
渡
辺
ア
ヤ
カ

◆
連
絡
先

古
丹
別
　
粟
森
　
タ
エ

�
五
―
三
二
七
一

苫
　
前
　
赤
坂
サ
ツ
子

�
四
―
二
七
五
六

新
春
大
正
琴
無
料
講
習
会

新
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

見事優勝を果たした苫前Ａチーム

民謡を楽しむ高齢者たち

苫前幸寿園で民謡ショー
多目的ホールこけら落し
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ご協力お願いします!!
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苫前町教育委員会 社会教育課 

E-mail：tph@jasmine.ocn.ne.jp 
HPアドレス：http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～あなたの学びたいを応援します～ 

お問い合わせ 
ご相談は  15－4076

第13回北海道凧あげ大会
第32回苫前町凧あげ大会
◇開催日時 2月27日（日) 受付9:00 開会式9:30

◇開催場所 とままえ温泉ふわっと
◇参加部門 ①親子の部（小学校入学前の親子） ②小学１･２年生の部

③小学３・４年生の部　　　　　　　④小学５･６年生の部
⑤中学生の部　　　　　　　　　　　⑥高校・一般の部
⑦大凧の部（面積２㎡以上の凧） ⑧連凧の部

◇申し込み 参加希望の方は、2月18日までに苫前町凧あげ大会実行委
員会事務局（苫前町公民館）へ申し込んで下さい。
アトラクションや景品付きもちまき、出店なども予定して
おりますので、皆さんお誘い合わせのうえご来場下さい。

◇開催日時 3月6日（日)
受付9:00 開会式9:15 競技開始9:30

◇参加対象 中学生以上の男女（町外の方の参加もOKです）
◇チーム編成 ９名以内でチームを編成し、

競技者７名、補欠２名とします。
◇参 加 料 １チーム　1,000円
◇申し込み ２月２４日（木）までに苫前町公民館へ申し込み下さい。

ふわっと前広場にて開催です！
～参加チームを募集しています～

※詳しくはチラシにてお知らせします。

前夜祭開催決定
日　時　２月26日17：30～
場　所　とままえ温泉ふわっと
会　費　1,800円

（歌謡ショー含む）

お申し込みは、ふわっとへ

試合では顔面
シールド付き
のヘルメット
を着用します

ラッコクラブ 
のびのびサークル 
カンガルースクール 

合同開催 

リサイクル広場

子どもの小さくなった服や使わなくなったおもち
ゃ、本などをこれから大きくなる子どもたちに再利
用してもらう企画です。

日時：３月５日（土）10時～12時
会場：苫前町公民館

※申し込みは必要ありません。会場に直接来ていた
だき、お好きなものをお持ち帰り下さい。
※品物を出したい方は2月22日までに苫前町公民館
または役場けんこう係に持参願います。

乳児教育セミナー
講　師：アートホール東衆館（深川市）

館長 渡辺貞之氏
日　時：３月12日（土）13:30～15:30
会　場：古丹別保育所
対　象：未就学児の父母、一般町民
参加料：無料

※3月3日までに公民館または苫前保育園・古丹別保育所
へお申し込み下さい。

「子どもは今も昔もなにも変わっていません、変わっているのは
大人の見方です。」という小学校教員経験から得た渡辺氏独自の
子どものとらえ方は、きっと子育ての参考になることでしょう。

社会教育施設（公民館、福祉セン
ター、スポーツセンター、プール、
資料館など）内での喫煙は、4月1
日から禁止することになりました。
健康増進法の趣旨をご理解いただ
き、ご協力を賜りますようお願いい
たします。

テーマ「子どもがくれた宝物」

禁 煙 に
ご協力お願いします!!

児童会館大ホールを使用停止
昭和43年に建設された児童会館大ホールは、老朽化に
伴う雨漏りやホール屋根、外壁など損傷が激しく、利用
者の安全確保ができないため、当分の間、使用停止とい
たしますので、ご理解の程よろしくお願いいたします。

町民課古丹別支所



広報とままえ　２月号　8頁

一
月
二
十
六
日
及
び
二
十
七
日
の

二
日
間
、
萌
州
建
設
㈱
苫
前
支
店

（
支
店
長
秋
山
修
）
が
町
内
の
独
居
老

人
宅
を
含
む
高
齢

者
住
宅
十
五
件
の

玄
関
先
や
軒
下
な

ど
の
除
雪
作
業
の

奉
仕
活
動
を
展
開

し
た
。

同
支
店
は
、
昨

年
十
月
に
留
萌
市

内
建
設
会
社
二
社

（
勝
山
組
・
ハ
タ
ナ

カ
建
設
）
と
と
も

に
、
苫
前
土
建
㈱

が
経
営
統
合
を
図

り
設
立
さ
れ
た
新
会
社
で
「
冬
場
の

業
務
閑
散
期
に
お
い
て
地
域
貢
献
を

図
り
た
い
」
と
、
今
年
初
め
て
実
施

さ
れ
た
も
の
。

除
雪
作
業
は
、
午
前

七
時
三
十
分
か
ら
作
業

員
八
名
が
各
家
庭
を
訪

問
し
、
ス
コ
ッ
プ
と
マ

マ
さ
ん
ダ
ン
プ
で
瞬
く

間
に
行
わ
れ
、
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
た

只
石
定
夫
さ
ん
（
字
古

丹
別
）
は
「
高
齢
で
出

来
な
い
こ
と
が
多
く
、

大
変
助
か
り
ま
す
」
と

感
謝
し
て
い
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
三

三
一
Ｂ
地
区
（
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
山
崎
博

記
＝
道
東
道
北
エ
リ
ア
）
は
昨
年
十

二
月
二
十
八
日
役
場
町
長
室
に
お
い

て
、
同
月
十
四
日
震
度
五
を
超
え
る

の
苫
前
地
震
被
害
に
対
し
、
緊
急
災

害
援
助
資
金
二
百
万
円
を
寄
贈
し
た
。

こ
の
援
助
資
金
は
、
日
頃
会
員
が

不
測
の
災
害
に
対
し
緊
急
支
援
を
行

う
た
め
、
積
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、

同
地
区
第
四
Ｒ
・
第
一
Ｚ
チ
ェ
ア
パ

ー
ソ
ン
西
田
政
雄
氏
か
ら
森
町
長
へ

目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。

支
援
を
受
け
た
森
町
長
は
「
貴
重

な
資
金
で
あ
り
、
災
害
復
旧
の
た
め

大
切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
に
感
謝

し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

西田チェアパーソンから森町長へ目録が手渡される

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
（
三
三
一
Ｂ
地
区
）

地
震
被
害
へ
二
百
万
円
緊
急
支
援

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
貢
献

萌
州
建
設
㈱
苫
前
支
店

今
月
の
担
当
は
加
藤
保
健
師
長
で
す
。 

『
危
険
な
い
び
き
に
要
注
意
！
』 

健　　康 
ばんざい 

「
朝
起
き
た
ら
口
が
渇
い
て
い
る
」、

「
苦
し
く
な
っ
て
目
が
覚
め
、
汗
を
か

い
て
い
る
」、「
昼
間
に
異
常
に
眠
気

を
感
じ
る
」
な
ど
の
と
き
は
、
一
度

呼
吸
器
科
か
耳
鼻
咽
喉
科
で
診
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
原
因
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
方
に
あ
っ
た
医
療
機
関
を
紹
介

し
て
も
ら
え
ま
す
。

ま
た
は
、
こ
の
病
気
は
放
っ
て
お

く
と
呼
吸
が
止
ま
り
新
鮮
な
空
気
が

取
り
込
め
な
い
た
め
、
血
液
中
の
酸

素
が
減
っ
て
し
ま
い
心
臓
が
よ
り
強

い
力
で
、
血
液
を
体
内
に
送
り
出
そ

う
と
し
、
高
血
圧
や
心
臓
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
普
段
の
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
横
向
き
に
寝
る

仰
向
け
に
寝
る
と
上
気
道
が
ふ
さ

が
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
横
向

き
に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

背
中
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
当
て
、
背
中

に
支
え
を
置
く
よ
う
に
す
る
な
ど
の

工
夫
が
必
要
で
す
。

▽
肥
満
を
解
消
す
る

肥
満
が
原
因
で
、
上
気
道
が
狭
く

な
っ
て
い
る
人
は
、
減
量
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

▽
飲
酒
を
控
え
る

昨
年
の
広
報
二
月
号
で
「
睡
眠
」

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
我
が

国
に
二
百
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ
る

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
つ
い
て
、

ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
い
び
き
」
と
密
接
に
関
係
が
あ

る
病
気
と
い
わ
れ
、
肥
満
の
中
高
年

に
多
い
病
気
で
す
。
睡
眠
中
に
「
い

び
き
」
が
重
症
化
し
、
そ
の
ま
ま
息

を
し
な
く
な
り
、
し
ば
ら
く
す
る
と

苦
し
く
な
っ
て
「
ハ
ッ
」
と
息
を
す

る
状
態
を
繰
り
返
す
、
無
呼
吸
の
症

状
を
起
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

専
門
的
に
は
、
一
晩
（
時
間
）
に

十
秒
以
上
の
無
呼
吸
状
態
が
三
十
回

以
上
、
あ
る
い
は
一
時
間
中
の
無
呼

吸
の
回
数
が
五
回
以
上
み
ら
れ
る
場

合
に
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
診

断
さ
れ
ま
す
。

睡
眠
中
に
無
呼
吸
を
繰
り
返
す
結

果
、
睡
眠
の
質
が
低
下
す
る
た
め
、

日
中
強
い
眠
気
に
襲
わ
れ
る
な
ど
社

会
生
活
の
不
都
合
が
生
じ
て
き
ま
す
。

強
い
眠
気
に
襲
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り

思
わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

本
人
は
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
と

い
う
自
覚
が
な
く
、
周
囲
か
ら
指
摘

さ
れ
気
付
く
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
筋
肉
を
弛
緩
さ
せ

る
た
め
、
上
気
道
の
閉
塞
が
お
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
就
寝
前
に
は
飲
酒

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
隣
で
眠
っ
て
い
る
方
は

大
丈
夫
で
す
か
？

◆
症
状
あ
る
と
き
は
受
診
を
！

◆
生
活
の
中
で
の
改
善
方
法

こ
ん
な
人
が

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に

な
り
や
す
い

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
貢
献
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み
ん
な
の
国
保
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
国
保
の
保
険
税
を
長
い
間
滞
納

し
て
い
る
と
ど
う
な
る
の
。

Ａ
　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
年
間
以
上
保

険
税
を
滞
納
し
、
納
付
相
談
に
も
応

じ
ず
、
ま
た
納
税
誓
約
し
た
内
容
を

履
行
し
な
い
世
帯
に
対
し
て
は
、
他

の
加
入
世
帯
と
の
公
平
性
を
考
慮
し

そ
の
滞
納
額
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う

な
措
置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し

―

滞
納
し
た
保
険
税
が
完
納
さ
れ
た
と
き
や
滞
納

額
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
、
ま
た
、
特
別
な

事
情
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
あ
ら
た
め
て

保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

国
保
制
度
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め

る
保
険
税
で
運
営
さ
れ
る
の
が
大
原

則
で
す
が
、
誰
に
で
も
や
む
を
得
な

い
事
情
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
も
の
で
す
。

災
害
や
病
気
の
ほ
か
、
失
業
な
ど

で
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
り
、
そ

の
ほ
か
特
別
な
事
情
で
保
険
税
が
収

め
ら
れ
な
く
な
る
と
き
に
は
、
保
険

税
の
納
付
を
一
時
猶
予
し
た
り
、
分

割
納
付
に
す
る
な
ど
、
納
付
方
法
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
事

前
に
国
保
担
当
窓
口
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
！

つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

お問い合わせ先
苫前町役場総務財政課税務係
TEL 01646-4-2213（内線215）まで

介 護 保 険 料 に つ い て

Ｑ　６５歳以上の方（第１号保険料）
の納め方を教えてください。

※年度（4月1日～翌年3月31日）の途中で転入されたり、65歳になった
方については、翌年の9月までは普通徴収の納入方法となります。

Ａ　保険料の納め方は年金額等に
よって次のようになります。

介護保険の財源は、公費（50％）

と65歳以上の方が納める『第１号保

険料』（18％）、40歳～64歳の方が

納める『第２号保険料』（32％）で

まかなわれています。

介護サービスを充分に整えるため、

そして介護が必要になったときに誰

もが安心してサービスを利用できる

ように、保険料の納付にご理解とご

協力をお願いします。

区　分

特別徴収

対　　象　　者 納 入 方 法

○年金額が年額18万円以
上の支給がある方

○年金額が年額18万円未
満の支給の方

年金より天引きされます。

役場から送付される納付
書により支払いします。

普通徴収



①
官
公
署
職
員
が
職
務
上
行
う
請
求

②
日
本
放
送
協
会
な
ど
の
報
道
機
関

が
報
道
の
た
め
に
行
う
請
求

③
大
学
や
高
等
専
門
学
校
な
ど
の
学

術
研
究
機
関
が
学
術
研
究
の
た
め
に

行
う
請
求

④
そ
の
他
公
益
上
必
要
が
あ
る
と
町

長
が
認
め
た
請
求

町
民
の
う
ち
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

や
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
で
被
害
を
受
け
た
と
認
め
ら
れ
る

者
は
、
そ
の
行
為
を
行
っ
た
者
か
ら

の
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
等
の
請
求

を
拒
否
す
る
よ
う
町
長
に
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
等

の
請
求
を
拒
否
す
る
期
間
は
、
原
則

と
し
て
一
年
間
（
申
し
出
に
よ
り
更

に
一
年
間
の
延
長
が
可
能
）
と
な
り

ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
に
係
る
個
人
確
認
情
報
や
住

民
票
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
漏
洩
や

不
正
行
為
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
に

は
、
国
や
道
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
一
時
停
止
等
の
措

置
を
取
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
七
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
条
例
に
対
す
る
意
見
や
不
明

な
点
な
ど
は
町
民
課
住
民
係
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

苫前町の交通事故情報
平成16年12月末現在

交通事故死ゼロ日数は

12月31日現在で244日

発生件数

９件

死者数

１人

負傷者数

10人
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い
き
な
り
送
り
つ
け
ら
れ
る
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
Ｄ
Ｍ
）。
い
つ
の
間

に
か
、
他
人
に
住
所
、
名
前
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
不
快
感
を
お

持
ち
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

Ｄ
Ｍ
を
生
む
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

業
者
に
よ
る
住
民
基
本
台
帳
の
大
量

閲
覧
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
大

量
閲
覧
を
制
限
す
る
た
め
苫
前
町
住

民
基
本
台
帳
に
係
る
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
、
平
成

十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

住
民
基
本
台
帳
は
、
住
民
基
本
台

帳
法
に
よ
り
公
開
が
原
則
と
さ
れ
、

閲
覧
手
数
料
（
本
町
の
場
合
は
、
一

件
五
百
円
）
を
支
払
え
ば
、
役
場
の

窓
口
に
お
い
て
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

閲
覧
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
の
は

『
不
当
な
目
的
に
使
用

す
る
こ
と
が
明
ら
か
な

場
合
』
と
さ
れ
、
よ
ほ

ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、

閲
覧
を
拒
む
こ
と
は
な

く
、
閲
覧
後
の
利
用
に

つ
い
て
も
制
限
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

自
分
の
情
報
が
Ｄ
Ｍ
に

使
わ
れ
て
い
る
と
の
苦

情
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
へ
の
不
安

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
町
で
は
一
定

の
目
的
以
外
で
の
個
人
を
特
定
し
な

い
不
特
定
多
数
の
閲
覧
申
請
を
拒
否

す
る
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
併
せ
て
、
①
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
や
ド
メ
ス
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
夫
や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴

力
行
為
等
）
の
被
害
者
を
支
援
す
る

た
め
の
加
害
者
に
よ
る
閲
覧
制
限
②

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
に
関
し
、
個
人
情
報
の
漏
洩
や

不
正
行
為
な
ど
の
問
題
発
生
時
に
お

け
る
シ
ス
テ
ム
の
一
時
停
止
な
ど
の

規
定
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

個
人
を
特
定
し
な
い
不
特
定
多
数

の
閲
覧
申
請
に
つ
い
て
は
、
次
の
場

合
を
除
き
、
そ
の
申
請
を
拒
否
し
ま

す
。

住
民
基
本
台
帳
個
人
情
報
保
護

Ｄ
Ｍ
を
目
的
と
し
た
大
量
閲
覧
拒
否

戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

茂
木
　
サ
ヨ
（
81
歳
）
12
月
22
日

苫
　
前

松
本
　
義
一
（
87
歳
）
12
月
24
日

古
丹
別

河
野
　
ヤ
エ
（
93
歳
）
12
月
26
日

栄
　
浜

佐
々
木
す
み
（
91
歳
）
１
月
２
日

古
丹
別

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

千
葉
　
彩
心

あ
や
ね

勇
一
／
志
津
12
月
９
日
苫
　
前

土
田
　
伶
奈

れ
い
な

茂
広
／
佳
織
里

12
月
20
日
岩
　
見

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

二女二女

住
所

坂
　
本
　
浩
　
之
（
苫
　
前
）
森
　
脇
　
友
　
香
（
羽
幌
町
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

【
閲
覧
の
制
限
】

【
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
に
係
る

個
人
情
報
の
保
護
】

フィブリノゲン製剤納入先医療機関
公表に伴う肝炎検査について

【
個
人
情
報
の
漏
洩
等
に対

す
る
措
置
】

昨年12月に厚生労働省から公表された標記
医療機関において、投与を受けたと思われる方
はＣ型肝炎ウイルス検査が必要です。
以下の対象となるような方は、北海道留萌保
健福祉事務所子ども保健推進課保健予防係
（0164－42－1511）までご連絡をお願いします。

◆検査対象者
平成６年以前にフィブリノゲン製剤の納入先
とされた医療機関で以下の治療を受けたと思
われる方
①妊娠中又は出産時に大量に出血された方
②大量に出血するような手術を受けた方
③食道静脈瘤の破裂、消化器系疾患、外傷等に
より大量に出血された方
④がん、白血病、肝疾患などの病気で「血が止
まりにくい」と指摘を受けた方
⑤特殊な腎結石・胆石除去、気胸での胸膜接着、
腱・骨折片などの接着、血が止まりにくい部
分の止血　などの治療を受けた方
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平
成
十
七
年
に
お
け
る
各
町
内
会

の
新
た
な
駐
在
員
が
決
ま
り
、
町
よ

り
町
よ
り
辞
令
交
付
を
受
け
た
方
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▽
力
昼
　
鈴
木
光
雄
▽
上
平
　
伊
勢

文
雄
▽
港
　
泉
幸
一
▽
苫
前
　
工
藤

博
朋
▽
栄
浜
　
石
川
幸
夫
▽
豊
浦

古
谷
カ
ズ
子
▽
興
津
　
伊
藤
昌
栄
▽

昭
和
　
工
藤
正
志
▽
旭
　
糸
川
啓
士

▽
香
川
　
伊
藤
克
司
▽
長
島
　
伊
藤

博
之
▽
古
丹
別
　
堀
治
▽
九
重
　
佐

野
進
▽
三
渓
　
宮
本
信
雄
▽
岩
見

水
野
勝
利
▽
東
川
　
合
田
英
一
▽
小

川
　
小
澤
和
夫

税
務
署
で
は
所
得
税
及
び
消
費
税

の
確
定
申
告
の
申
告
相
談
を
次
の
会

場
で
行
い
ま
す
。
会
場
へ
お
越
し
の

際
は
、
印
鑑
、
前
年
の
確
定
申
告
書

等
の
控
え
、
計
算
器
具
、
筆
記
具
な

ど
を
ご
持
参
下
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
も
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◇
会
場
　
留
萌
税
務
署
二
階
会
議
室

◇
期
間
　
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

◇
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

詳
し
く
は
、
留
萌
税
務
署
個
人
課

税
部
門
（
〇
一
六
四
―
四
二
―
〇
六

六
三
）
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

所
得
税
・
消
費
税
の
申
告
相
談

２月７日はわが国固有の北方領土が国際法上からも明らかに
された日であり、平和と友好のうちに領土問題の解決を望んで
いる返還要求運動の趣旨に、最もよい日として選ばれました。

歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島
の四島は、日本固有の領土です。

四島還れ！祈りを声に！行動に！

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
苫
　
前
　
苫
前
町
振
興
公
社
　
様

○
苫
　
前
　
松
　
崎
　
千
代
子
　
様

○
小
　
川
　
小
　
澤
　
　
　
肇
　
様

○
古
丹
別
　
橋

場

産

業

㈱
　
様

（
歳
末
助
け
合
い
募
金
）

○
苫
前
町
職
員
組
合
　
　
　
　
　
様

○
留
萌
地
方
石
油
協
同
組
合
　
　
様

○
苫
前
建
設
協
会
　
　
　
　
　
　
様

○
苫
前
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
様

○
苫
前
信
金
は
ま
な
す
会
　
　
　
様

○
苫
前
町
連
合
町
内
会

各
　
町
　
内
　
会
　
様

○
苫
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
　
様

○
力
　
昼
　
小
　
池
　
弘
　
子
　
様

町
へ
の
寄
付

○
留
萌
市
　
留
萌
建
設
協
会
　
　
様

○
羽
幌
町
　
㈲
エ
フ
ケ
ー
・

ド
ラ
ッ
ク
　
様

○
古
丹
別
　
伊
　
藤
　
ハ
マ
エ
　
様

○
札
幌
市
　
伊
藤
組
土
建
㈱
　
　
様

（
地
震
災
害
義
援
金
）

○
札
幌
市
　
守
　
屋
　
信
　
吾
　
様

○
留
萌
市
　
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ボ
ト
リ
ン
グ
㈱
留
萌
営
業
所
　
様

○
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

三
三
一
Ｂ
地
区
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

毎
年
、
冬
に
な
る
と
屋
根
に
積
も

っ
た
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
が
落
ち
て
歩

行
者
が
ケ
ガ
を
負
っ
た
り
、
死
亡
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

冬
期
間
の
生
活
を
円
滑
に
事
故
な

く
過
ご
す
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
！

◆
屋
根

の
雪
、

氷
、
つ

ら
ら
が
道
路
に
落
ち
る
建
物
は
、
事

故
を
避
け
る
た
め
の
雪
止
め
を
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
設
置
し
た
雪
止
め
は
、
必
ず
点
検

し
、
悪
い
と
こ
ろ
は
早
め
に
修
繕
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
気
温
が
上
昇
し
た
と
き
落
ち
や
す

い
状
態
と
な
る
た
め
、
早
め
に
落
と

す
よ
う
に
し
、
落
と
す
と
き
は
歩
行

者
や
遊
ん
で
い
る
子
供
に
十
分
注
意

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
屋
根
か
ら
の
大
量
の
落
雪
時
は
、

直
ち
に
事
故
が
な
い
か
確
認
し
、
通

行
の
妨
げ
に
な
ら
ぬ
よ
う
速
や
か
に

処
理
し

て
く
だ

さ
い
。

◆
軒
下
の
通
行
は
、
落
雪
に
十
分
注

意
を
払
い
、
軒
下
で
は
子
供
を
絶
対

遊
ば
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

留
萌
開
発
建
設
部

留
萌
土
木
現
業
所

羽

幌

警

察

署

苫

前

町

平成９年１月から苫前郡羽幌町において開設してお
りました『無料登記相談所』につきまして、本年３月
をもって終了することとなりました。
長年にわたりご利用いただき誠にありがとうござい
ました。
なお、法務局では登記・供託に関する手続きについ
て、下記によるサービスを実施しておりますのでご利
用願います。

記

登記・供託に関する手続きについて、お答えいたします。
Ｆ Ａ Ｘ　0166－59－2561
インターネット http://innfo.moj.go.jp
ｉ モ ー ド　http://keitai-info.moj.go.jp
お問い合わせ　旭川地方法務局留萌支局

℡0164－42－0492

無料登記相談所
終了のお知らせ

2月7日は「北方領土の日」

新
た
な
駐
在
員
が

決
ま
り
ま
し
た

登記・供託インフォメーションサービス

落
氷
雪
に
よ
る
事
故
防
止
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風力発電の売電状況
（町営分）

16年の実績（１～12月分）
５４，１８０，４７１円

平成16年12月分の実績
・供給電力量

８８０，７３０ｋＷｈ
１１，０５０，９５９円
（設備利用率３６．３０％）

▽
表
紙
で
紹
介
し
て
ま
す
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
教
室
。
五
歳
の
息
子
を
連
れ

て
参
加
し
て
見
ま
し
た
。
▽
家
庭
で

教
え
る
と
中
々
上
手
く
教
え
る
こ
と

が
で
き
ず
、
思
わ
ず
怒
鳴
っ
て
し
ま

う
。
そ
ん
な
時
の
五
日
間
の
ス
キ
ー

教
室
▽
ほ
め
な
が
ら
の
手
取
り
足
取

り
の
講
師
陣
の
奮
闘
に
よ
り
、
見
る

見
る
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ボ
ー
ゲ

ン
で
の
滑
走
や
ロ
ー
プ
リ
フ
ト
ま
で

体
験
し
た
。
▽
時
に
は
親
の
手
を
離

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
す
る
こ
と

も
必
要
な
こ
と
で
す
ね
。
親
に
と
っ

て
は
大
満
足
の
ス
キ
ー
教
室
で
し

た
。
▽
今
月
は
「
苫
前
町
凧
あ
げ
大

会
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
▽
せ

っ
か
く
苫
前
に
住
ん
で
い
る
の
だ
か

ら
、
苫
前
に
し
か
な
い
も
の
を
思
う

存
分
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。
▽
特
産

品
も
用
意
さ
れ
て
る
の
で
、
是
非
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
昨

年
は
、
ベ
コ
餅
が
「
あ
っ
」
と
い
う

間
に
完
売
と
か
？

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の保
育所（園）や小中学校の園
児や児童生徒の作品を紹介
します。ひとりでも多くの
作品を紹介したいと思って
います。
３月号の予定は古丹別小学
校の児童のみなさんです。

苫前中学校生徒の作品

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『 自 画 像 』

色を塗ったり
するのが大変
でしたが、立
体的に仕上げ
ることが出来
ました。

３年

西村　理沙さん

『咲（絵文字）』

気をつけたと
ころは、色塗
りをムラなく
したところで
す。ラフスケ
ッチも楽しか
ったです。

１年

成川明日香さん

『 自 画 像 』

髪が重くなって
しまったけど、
目が上手く出来
ました。影の所
を描くのが大変
でした。

３年

杉本　明映さん

『 自 画 像 』

特徴は、ほっぺ
のしわの部分を
はっきり描いた
ところと影をし
っかり描いたと
ころです。

３年

村本　裕斗くん

『 自 画 像 』

顔の凸凹の表現
に力を入れ、描
きました。自分
らしさが出て、
よく仕上がった
と思います。

３年

成川　勇太くん

『轟（絵文字）』

上手くいったと
ころは、車から
出ている排気ガ
スです。ガスの
音が轟いている
ところを見てく
ださい。

１年

大矢根　諒くん

『健ちゃんと
健ちゃんと

健ちゃん』

この絵本で、僕の好き
なことや生活の一面を
描きました。面白くで
きたと思います。

２年

印部　健人くん

『月のダイエット』

この話は子供が月に
太いといったら、月
が怒ってダイエット
をはじめ、やせ続け
てしまう物語です。

２年

田澤　元樹くん


